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1.  平成23年3月期第3四半期の連結業績（平成22年4月1日～平成22年12月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期第3四半期 2,446 4.5 596 45.2 605 44.6 327 41.9
22年3月期第3四半期 2,339 19.6 410 16.9 418 16.4 230 13.4

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年3月期第3四半期 16,208.50 16,082.96
22年3月期第3四半期 11,424.64 11,304.53

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期第3四半期 5,112 3,015 47.7 120,742.48
22年3月期 4,849 2,713 44.8 107,533.98

（参考） 自己資本   23年3月期第3四半期  2,439百万円 22年3月期  2,172百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  有  
 

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年3月期 ― 0.00 ― 3,000.00 3,000.00
23年3月期 ― 0.00 ―

23年3月期 
（予想）

4,000.00 4,000.00

3.  平成23年3月期の連結業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  無  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 3,390 7.4 690 14.3 710 14.6 380 11.0 18,810.02



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表
示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信は、金融商品取引法にも基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、四半期連結財務
諸表に対する四半期レビュー手続を実施中です。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、
実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等について
は、四半期決算短信（添付資料）３ページ「連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】P.４「その他の情報」をご覧ください。）

新規 ―社 （社名 ）、 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期3Q  20,202株 22年3月期  20,202株

② 期末自己株式数 23年3月期3Q  ―株 22年3月期  ―株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期3Q  20,202株 22年3月期3Q 20,200株
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当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、世界経済の減速や国内各種経済対策の息切れ等によ

り足踏状態に入りました。一方、平成22年12月の法的整理による企業倒産件数は949件（帝国データバン

ク調べ）と、金融円滑化法や信用保証協会の緊急保証制度等の政策効果もあり16カ月連続で前年同月を下

回っております。しかしながら、平成22年12月の内閣府月例経済報告では、倒産件数についての判断が

「緩やかな増加傾向にある」と変更されるなど、変調の兆しも出てきています。 

このような環境下、信用リスク保証サービスは堅調に推移し、保証残高は着実に増加しております。お

客様の販売拡大に伴う債権保全ニーズにお応えすると共に、引き続きリスク移転手法の多様化を図り、適

正な利益水準の確保に努めました。 

事業法人向け保証サービスにつきましては、引き続き、お客様が抱える取引拡大ニーズや与信管理コス

ト削減ニーズなどにきめ細かく対応する提案を行なうことで、大企業や中堅企業向けの販売拡大に注力い

たしました。とりわけ、新規顧客を中心に与信管理に関するリスクコンサルティングを行ない、顧客の個

別ニーズに対応する保証サービスの販売を図る一方、中堅・中小企業へは金融機関と提携した手形買取サ

ービスを提供するなど、顧客層の拡大に注力いたしました。 

 また、販売チャネルとの緊密な連携に基づく営業活動を行なうと共に、全国各地で新規顧客の開拓や販

路拡大に向けた施策を着実に実行してまいりました。 

 金融法人向け保証サービスにつきましては、引き続き様々な金融機関や事業会社の金融子会社などへ積

極的な営業活動を行ない、顧客基盤の拡充に努めました。 

以上の結果、当第３四半期連結累計期間における業績は、売上高2,446,064千円（前年同期比4.5％増

加）、営業利益596,052千円（前年同期比45.2％増加）、経常利益605,484千円（前年同期比44.6％増

加）、四半期純利益327,444千円（前年同期比41.9％増加）となりました。 

  

財政状態の状況 

当第３四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べて5.4％増加し、5,112,889千円とな

りました。 

 流動資産は、前連結会計年度末に比べて6.9％増加し、4,331,036千円となりました。これは、現金及び

預金が224,821千円増加したことなどによります。 

 固定資産は、前連結会計年度末に比べて2.1％減少し、781,852千円となりました。これは、無形固定資

産が30,197千円減少したことなどによります。 

 負債合計は、前連結会計年度末に比べて1.8％減少し、2,097,639千円となりました。 

 流動負債は、前連結会計年度末に比べて2.3％減少し、2,037,093千円となりました。これは、前受金が

53,807千円減少したことなどによります。 

 固定負債は、前連結会計年度末に比べて17.2％増加し、60,546千円となりました。これは、役員退職慰

労引当金が9,830千円増加したことなどによります。 

 純資産合計は、前連結会計年度末に比べて11.1％増加し、3,015,249千円となりました。これは、利益

剰余金が266,838千円増加したことなどによります。 

  

米国経済に対する悲観論後退や新興国・資源国の成長継続により、年明け後の企業景況感は改善傾向に

1. 当四半期の連結業績等に関する定性的情報

(1) 連結経営成績に関する定性的情報

(2) 連結財政状態に関する定性的情報

(3) 連結業績予想に関する定性的情報
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あり、景気は足踏み状態から脱却するとの期待感が高まっています。しかしながら、信用保証協会の緊

急保証制度は平成23年３月末終了が予定されるなど、中小企業を取り巻く環境は先行き不透明な状況にあ

ると思われます。 

 こうした見通しのもと、当社グループといたしましては、引き続きリスクに見合った保証料を設定し、

新規顧客の拡大に取り組みます。新たな販路の開拓や既存取引先との取引拡大で生じるリスクヘッジのニ

ーズに応える一方、顧客企業が抱えるリスクマネジメント面の課題に対するコンサルティングサービスを

強化することで、個々のニーズに応じた当社保証サービスの提案を行なってまいります。 

 引き続き、多様なリスク移転手法を駆使し、一層多様かつ幅広いリスクを引受けることにより、収益の

拡大に努めてまいります。 

 平成23年３月期の連結業績予想は、平成22年５月14日に発表いたしました売上高3,390百万円、営業利

益690百万円、経常利益710百万円、当期純利益380百万円から変更はございません。 
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該当事項はありません。 

  

①簡便な会計処理 

繰延税金資産の算定方法 

当社の繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営環境等、か

つ、一時差異等の発生状況に著しい変化がないと認められるので、前連結会計年度において使用

した将来の業績予測やタックス・プランニングを利用する方法によっております。 

②四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理 

税金費用の計算方法 

当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、

税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しております。 

 なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。 

  

資産除去債務に関する会計基準の適用 

第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成

20年３月31日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21

号 平成20年３月31日）を適用しております。 

 これによる当第３四半期連結累計期間の損益に与える影響は軽微であります。 

  

2. その他の情報

(1) 重要な子会社の異動の概要

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要
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3. 四半期連結財務諸表 
(1) 四半期連結貸借対照表 

(単位：千円)

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 3,915,235 3,690,413

売掛金 11,222 17,450

前払費用 338,952 282,777

繰延税金資産 49,311 49,311

未収入金 4,634 7,568

その他 11,679 3,535

流動資産合計 4,331,036 4,051,057

固定資産   

有形固定資産 49,266 40,303

無形固定資産 165,969 196,167

投資その他の資産   

投資有価証券 496,166 494,865

その他 70,450 67,365

投資その他の資産合計 566,617 562,230

固定資産合計 781,852 798,700

資産合計 5,112,889 4,849,758

負債の部   

流動負債   

買掛金 22,482 70,834

未払法人税等 124,819 159,102

保証履行引当金 93,576 29,946

賞与引当金 45,195 40,322

前受金 1,654,158 1,707,965

その他 96,861 76,092

流動負債合計 2,037,093 2,084,265

固定負債   

役員退職慰労引当金 56,317 46,486

その他 4,228 5,186

固定負債合計 60,546 51,672

負債合計 2,097,639 2,135,938

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,048,755 1,048,755

資本剰余金 458,755 458,755

利益剰余金 931,729 664,891

株主資本合計 2,439,239 2,172,401

新株予約権 45,653 29,453

少数株主持分 530,356 511,964

純資産合計 3,015,249 2,713,819

負債純資産合計 5,112,889 4,849,758
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(2) 四半期連結損益計算書 
【第３四半期連結累計期間】 

(単位：千円)

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年12月31日) 

売上高 2,339,767 2,446,064

売上原価 1,204,087 1,019,766

売上総利益 1,135,679 1,426,298

販売費及び一般管理費 725,064 830,246

営業利益 410,615 596,052

営業外収益   

受取利息 8,456 9,598

営業外収益合計 8,456 9,598

営業外費用   

支払利息 198 165

営業外費用合計 198 165

経常利益 418,873 605,484

特別損失   

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 1,042

特別損失合計 － 1,042

税金等調整前四半期純利益 418,873 604,441

法人税等 188,118 258,605

少数株主損益調整前四半期純利益 － 345,835

少数株主利益又は少数株主損失（△） △23 18,391

四半期純利益 230,779 327,444
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当第３四半期連結累計期間(自 平成22年４月１日 至 平成22年12月31日) 

該当事項はありません。 

  

当第３四半期連結累計期間(自 平成22年４月１日 至 平成22年12月31日) 

該当事項はありません。 

  

  

  

  

  

  

(3)継続企業の前提に関する注記

(4)株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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